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武道授業 実践の概要紹介 北広島市（空手道）

　
北
海
道
北
広
島
市
は
、
札
幌
市
と
新

千
歳
空
港
の
間
に
広
が
る
な
だ
ら
か
な

丘
陵
地
帯
に
あ
り
、
豊
か
に
息
づ
く
緑

の
環
境
、
整
備
さ
れ
た
交
通
網
な
ど
自

然
と
都
市
機
能
が
調
和
し
た
ま
ち
で

す
。
明
治
17
年
に
広
島
県
人
25
戸
103
人

が
集
団
移
住
し
、
開
拓
の
鍬く
わ

が
お
ろ
さ

れ
て
か
ら
お
よ
そ
120
年
。
ク
ラ
ー
ク
博

士
が
「
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス（
少
年
よ
、
大
志
を
抱
け
）」の
言

葉
を
残
し
た
地
で
あ
る
こ
の
ま
ち
は
、

現
在
、
人
口
お
よ
そ
６
万
人
で
、
小
学

校
10
校
、
中
学
校
７
校
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
元
年
の
北
海
道
は
ま
な

す
国
体
で
は
、
北
広
島
市
で
空
手
道
競

技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
の
は
じ

め
と
な
る
元
年
に
開
催
し
た
こ
の
大
会

を
全
国
の
空
手
道
に
携
わ
る
子
供
た
ち

に
伝
承
さ
れ
る
こ
と
と
、
本
市
が
空
手

道
の
全
国
の
拠
点
と
し
て
芽
生
え
る
こ

と
を
願
い
、
平
成
18
年
度
か
ら
、
毎
年

３
月
に
全
国
か
ら
約
１
０
０
０
名
の
選

手
が
参
加
す
る
「
は
ま
な
す
杯
全
国
中

学
生
空
手
道
選
抜
大
会
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
て
、
大

会
運
営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な

形
で
参
加
し
て
い
る
東
部
中
学
校
生
徒

が
、「
空
手
道
」
を
身
近
な
武
道
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
22

年
度
に
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け

て
、
東
部
中
学
校
で
実
践
研
究
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
空
手
道

　
北
海
道
北
広
島
市
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
承
認
を
受
け

て
、
全
国
各
地
か
ら
約
１
０
０
０
名
の
選
手
が
参
加
す
る
「
は
ま
な
す
杯
全
国
中
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
て
、
市
が
空
手
道
を
地
域
に
密
着
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
育
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
度
に
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
、
北
広
島
市
立
東
部
中
学
校

に
お
い
て
、「
空
手
道
」
を
取
り
入
れ
、
実
践
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

北
広
島
市
に
お
け
る
中
学
校

武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

北
広
島
市
教
育
委
員
会

１

北
広
島
市
の
概
要
と

「
空
手
道
」と
の
関
わ
り

2

「
空
手
道
」
実
践
の
た
め
の
整
備

　
空
手
道
を
中
学
校
で
指
導
す
る
に
あ

た
り
、
な
ぜ
空
手
道
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
明
確
化
す
る
た
め
、
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
関
係
者
等
（
地
元
大
学
代
表
、
体

育
協
会
代
表
、
北
海
道
空
手
道
連
盟
代

表
、Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
等
）
で
構
成
す
る
「
武

道
必
修
化
に
伴
う
地
域
連
携
指
導
推
進

協
力
者
懇
話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、確
認
し
合
っ
た
内
容
は
、

主
に
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
武
道
授
業
の
目
的

　
空
手
道
特
有
の
左
右
を
均
等
に
使
用

す
る
動
き
な
ど
、
他
の
種
目
に
は
な
い

動
き
に
よ
る
身
体
的
発
達
の
向
上
や
、

礼
や
作
法
を
重
ん
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
の
伝
統
を
感
じ
、
相
手
を
思

い
や
る
心
の
醸
成
を
図
る
。

（
２
）
安
心
・
安
全
な
指
導

　
北
海
道
空
手
道
連
盟
か
ら
、
外
部
指

導
者
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
事
前
に
危

険
予
測
を
行
っ
た
う
え
で
体
育
科
教
員

と
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
Ｔ
Ｔ
）

で
授
業
の
実
施
に
あ
た
る
。
生
徒
た
ち

が
、
空
手
道
に
対
し
て
、
興
味
・
関
心

を
持
つ
よ
う
指
導
方
法
を
工
夫
す
る
。

（
３
）
道
着
な
ど
の
保
護
者
負
担
に
つ

い
て

　
㈶
全
日
本
空
手
道
連
盟
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
部
分
で
も
あ
る
「
学
校
で
空
手

道
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
ジ
ャ
ー
ジ

で
十
分
に
行
う
こ
と
が
出
来
、
場
所
や

設
備
も
特
別
の
整
備
が
な
く
て
も
実
施

で
き
る
」
こ
と
か
ら
、
保
護
者
負
担
や

設
備
投
資
が
少
な
い
。

（
４
）
外
部
指
導
者
の
在
り
方
に
つ
い

て

　
外
部
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
学
校
現

場
に
入
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
競
技
団

体
か
ら
の
推
薦
が
あ
り
、
か
つ
日
本
体

育
協
会
の
指
導
資
格
な
ど
を
持
っ
て
い

る
指
導
者
を
選
定
し
て
活
用
す
る
。

　
以
上
の
４
点
を
主
な
柱
と
し
て
、
東

部
中
学
校
１
学
年
男
子
81
名
を
２
グ
ル

ー
プ
に
分
け
、
１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
８

時
間
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
東
部
中

学
校
体
育
館
を
利
用
し
、
そ
の
中
の
マ

ッ
ト
上
が
武
道
場
だ
と
い
う
認
識
を
生

徒
た
ち
に
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
競

技
用
マ
ッ
ト
（
10
ｍ
×
10
ｍ
）
を
購
入

し
、
授
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

北広島市内の島松沢にある
クラーク記念碑（昭和 25年建立）

3

東
部
中
学
校
に
お
け
る

「
空
手
道
」
の
実
践

（
１
）
指
導
体
制
の
確
立

　
東
部
中
学
校
で
空
手
道
を
実
践
す
る

に
あ
た
り
、武
道
と
し
て
の
「
空
手
道
」

と
、
授
業
と
し
て
の
「
空
手
道
」
を
ど

の
よ
う
に
扱
っ
て
い
く
か
の
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
解
決
し
た
の
が
、



1282011．5　月刊「武道」129 月刊「武道」　2011．5

武道授業 実践の概要紹介 北広島市（空手道）

東
部
中
学
校
の
河
野
匡
宏
校
長
で
す
。

河
野
校
長
は
北
海
道
空
手
道
連
盟
に
お

い
て
長
く
空
手
道
に
携
わ
り
、
武
道
と

し
て
の
空
手
道
と
学
校
教
育
の
両
方
を

深
く
理
解
し
、
平
成
22
年
８
月
に
㈶
全

日
本
空
手
道
連
盟
が
発
行
し
た
『
中
学

校
体
育
実
技
指
導
資
料
　
空
手
道
指
導

の
手
引
』の
作
成
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　
河
野
校
長
が
、
北
海
道
空
手
道
連
盟

と
実
際
に
授
業
を
行
う
担
当
教
諭
と
の

パ
イ
プ
役
と
な
り
、
外
部
指
導
者
と
し

て
千
田
裕
也
先
生
（
北
海
道
空
手
道
連

盟
）
を
招
聘
し
、
東
部
中
学
校
保
健
体

育
科
担
当
の
安
保
幸
司
教
諭
が
中
心
と

な
っ
て
、
前
述
の
『
空
手
道
指
導
の
手

引
』
を
参
考
に
単
元
目
標
・
単
元
計
画

を
作
成
し
、
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
２
）
単
元
目
標

　・
技
が
で
き
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ

い
、
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動
作

か
ら
、
基
本
と
な
る
技
を
用
い
て
、
基

本
形
を
演
武
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　・
空
手
道
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行

動
の
仕
方
を
守
ろ
う
と
す
る
こ
と
、
分

担
し
た
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
こ
と

な
ど
や
、
技
を
当
て
な
い
な
ど
健
康
・

安
全
に
気
を
配
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

　・
空
手
道
の
特
性
や
成
り
立
ち
、
伝
統

的
な
考
え
方
、
技
の
名
称
や
行
い
方
、

関
連
し
て
高
ま
る
体
力
な
ど
を
理
解

し
、
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み

方
を
工
夫
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
単
元
計
画
（
表
１
）

　
１
学
年
男
子
対
象
・
全
８
時
間

（
４
）
授
業
の
実
施

　
安
保
教
諭
が
主
体
性
を
も
っ
て
授
業

全
体
を
作
り
上
げ
、
外
部
指
導
者
で
あ

る
千
田
先
生
は
授
業
の
中
で
の
要
所
で

指導と評価の計画 領域：「武道」 単元：「空手道」（1学年）【８時間】

時 
数 学習のねらいおよび学習活動 

学習における具体の評価規準・評価方法 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 
１ 学習１ 

オリエンテーション 
・空手道の学習の仕方や練習方法を学ぶ。
・空手道に対する興味・関心を高める。 
学習活動 
・学習ﾉｰﾄ、授業の流れ、約束事項
の説明 
・空手道の歴史や特性の学習 
【技能の内容】 
礼法、立ち方、進退動作、 
体ほぐしの運動 

① 
礼儀正しい態度で関
心をもって学習に臨
み、空手道を学ぼうと
する。 

（観察） 

①
空手道の歴史や特
性、礼法の重要性
について書き出し
ている。 
（学習ﾉｰﾄ） 

２ 

３ 

４ 

学習２ 
空手道に必要な基本動作と技を身に付け
て楽しむ 
・空手道に必要な基本動作を身に付ける。
・繰り返しの回数が多くならないように
し、2人組で動きに変化をつける。 
・段階を追って技能を高める。 
・受け技・攻撃技と基本動作を関連付け
て身に付ける。 

学習活動 
・個人技能を高める練習、相対で
の練習 
【技能の内容】 
単独→相対での受け技と基本
動作、攻撃技と基本動作、体ほ
ぐしの運動 

② 
新しい技を習得する
喜びを味わい、空手道
を楽しもうとする。 
（観察、学習ﾉｰﾄ） 

① 
技を習得するための
課題を見付け、練習
や試合の仕方を選択
している。 
（観察、学習ﾉｰﾄ）

① 
受け技と関連する基
本動作ができる。 

（観察） 
② 
攻撃技と関連する基
本動作ができる。 

（観察） 
③ 
基本となる技を施す
ことができる。 
  （観察） 

② 
基本動作の重要性
と方法について言
ったり書き出した
りしている。  
（観察、学習ﾉｰﾄ）
③ 
基本となる技の名
称をあげている。
（観察、学習ﾉｰﾄ）

５ 

６ 

７ 

学習３ 
身に付けた技能を用いて、個人形を工夫
して楽しむ 
・段階を追って技能を高める。 
・３人～５人組による練習、見取り稽古
により課題を確認し、練習方法を工夫
する。 

学習活動 
・個人技能を高める練習、３人～
５人組での練習 
【技能の内容】 
自由練習・簡易の試合、体ほぐ
しの運動 

② 
新しい技を習得する
喜びを味わい、空手道
を楽しもうとする。 
（観察、学習ﾉｰﾄ） 
③ 
練習や簡易な試合に
おいて、ルールや禁止
事項を守り、自他の安
全に留意して行動し
ようとする。 
（観察、学習ﾉｰﾄ） 

② 
仲間と協力し、考え、
教えあいながら、課
題の解決に向けた方
法を見付けている。
（観察、学習ﾉｰﾄ）
③ 
形の演武を通して自
分の課題を発見して
いる。 
（観察、学習ﾉｰﾄ） 

③ 
基本となる技を施す
ことができる。 
  （観察） 

③ 
基本となる技の名
称をあげている。
（観察、学習ﾉｰﾄ）
④ 
簡易な試合での試
合方法やルールに
ついて言ったり書
き出したりしてい
る。 
（観察、学習ﾉｰﾄ）

８ まとめ 
学習のまとめ 
・個人形の試合を通して技のポイントと
自分の課題を整理し、技術的な理解を
深める。 
・個人ノートの記録をもとに、学習を振
り返り、まとめをする。 

① 
礼儀正しい態度で関
心をもって学習に臨
み、空手道を学ぼうと
する。 
（観察、学習ﾉｰﾄ） 

③ 
基本となる技を施す
ことができる。 

（観察） 

① 
空手道の歴史や特
性、礼法の重要性
について書き出し
ている。 
（学習ﾉｰﾄ） 

【表 1】　

効
果
的
な
示
範
演
技
や
技
術
指
導
、
技

の
説
明
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

う
ま
く
担
い
、
授
業
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

（
５
）
教
材
の
工
夫
や
効
果
的
な
指
導

方
法

　・
学
習
ノ
ー
ト
の
活
用
（
表
２
。
※
一

部
抜
粋
）

　
学
習
ノ
ー
ト
を
活
用
し
、
学
習
の
ね

ら
い
ご
と
の
振
り
返
り
を
行
い
、
授
業

内
容
の
定
着
を
図
っ
た
。

　・
グ
ル
ー
プ
毎
の
練
習

　
形
の
練
習
に
お
い
て
、
４
〜
５
人
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
練

習
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
同
士

で
教
え
合
い
、
学
び
合
う
協
調
性
や
相

手
を
思
い
や
る
心
の
醸
成
を
図
っ
た
。

　・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用

　
技
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
モ
ニ
タ
ー
で
写
す
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
、
分
か

ら
な
い
分
野
や
不
安
な
部
分
を
視
覚
的

に
確
認
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　・
外
部
指
導
者
に
よ
る
示
範
演
技

　
外
部
指
導
者
に
よ
る
示
範
演
技
の
効

果
は
絶
大
で
、凛り
ん

と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

間
近
で
本
物
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

体
験
は
、
生
徒
た
ち
に
「
私
た
ち
も
そ

れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
、「
空
手
道
」
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
気
持
ち
の
育
成
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　
空
手
道
の
授
業
を
実
施
し
た
生
徒
を

対
象
に
、
授
業
前
、
授
業
後
で
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
っ
た
結
果
、
授
業
前
で
は
、

河野校長と安保教諭、千田先
生による連携した授業展開

上段受けの一斉指導を受ける東部中学校生徒

4

平
成
24
年
度

本
格
実
施
に

向
け
て
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武道授業 実践の概要紹介 北広島市（空手道）

「
怖
そ
う
」「
痛
そ
う
」「
つ
ら

そ
う
」
と
い
う
回
答
の
ポ
イ

ン
ト
が
高
か
っ
た
こ
と
に
比

べ
、
授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
そ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト

が
大
幅
に
下
が
り
、「
楽
し
そ

う
」や「
仲
間
と
協
力
で
き
た
」

と
い
う
回
答
の
ポ
イ
ン
ト
が

上
が
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
強
く
な
れ
そ
う
」

と
い
う
回
答
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

授
業
前
に
比
べ
て
授
業
後
は

下
が
り
、
下
が
っ
た
分
、「
仲

間
と
協
力
で
き
た
」
な
ど
の

ポ
イ
ン
ト
に
移
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
８
時
間
の
武
道
授
業
の

目
的
が
大
き
く
達
成
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

（
２
）
評
価
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
、
８
時
間
の
授

業
で
、
目
標
で
あ
っ
た
基
本

形
の
試
合
形
式
ま
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
８
時
間
と
い
う

時
数
が
、
生
徒
一
人
一
人
が

空手道学習ノート
　空手道について知ろう！
１　空手道の歴史
　空手道は、沖縄において我が国独自の徒手空拳の武術として発展し、国内に普及する過程におい

て、日本古来の武術の精神を継承しながら、術から道に発展した我が国固有の武道である。沖縄に

は古来から「手（テー）」と呼ばれる武術が存在していたといわれますが、これに中国から学んだ

拳法が加わることで、中国を意味する「唐」の文字が加わり「唐手（カラテ）」という呼び名（の

ちの「空手」となる）が生まれたという説が有力です。

　そして、空手の発達に大きく影響を与えたといわれているのが、2度にわたる武器の所持禁止政

策、いわゆる禁武政策です。1度目は、琉球王朝の尚真王朝時代（1476～1526 年在位）に実施され、

国中の武器が集められ王府で管理されることになりました。2度目は、1609 年の薩摩藩により行わ

れた禁武政策によって、武器を奪われた人たちが自己を守るために徒手空拳の武術を深めていった

といわれています。

　こうして発達した空手は、明治 37 年頃には那覇市をはじめ沖縄各地で演武会が開催されるよう

になり、沖縄の中学校や師範学校で学校体育として採用されるようになりました。

　空手を沖縄から本州に伝えたのは富名腰（船越）義珍という方です。富名腰は 1916 年頃から京

都武徳殿において演武を行っており、1922 年には東京で開催された第 1回体育博覧会で「公相君」

の形を公開演武しました。そして、その後は柔道の開祖である嘉納治五郎の要請により、講道館で

門下生に空手の形や組手を披露し、そのまま東京に留まり空手の指導と普及活動に努めました。

　昭和の時代になると、富名腰のほかにも多くの空手家が本州に渡り、空手の指導を行うようにな

りました。沖縄において、空手は発展の中心であった地域である那覇と首里の名称をとって「那覇手」

と「首里手」に大別されていましたが、その後独自の創作を加えた多種多様な流派が国内でも多く

発生しました。そんな中で、最も普及・発展した「松濤館流」「剛柔流」「糸東流」「和道流」は、4

大流派と呼ばれていました。その 4大流派を中心に、空手道の大同団結の気運が高まり、結成され

たのが 1964 年設立の全日本空手道連盟（JKF　以下、全空連）です。

　全空連は 1969 年に当時の文部省より財団法人の認可を得て、国内唯一の空手道総括団体になり

ました。そして、1972 年には財団法人・日本体育協会に加盟、宮崎国体、栃木国体でのデモンス

トレーションを経て、1981 年の滋賀国体では空手道が国体の正式種目となりました。

　世界では、世界空手連盟（WKF）があり、現在では 178 カ国 5000 万人の空手人口を抱え、国際

オリンピック委員会（IOC）の正式承認団体となっており、空手道は、名実共に世界的な武道とし

て認知されています。

【『空手道で磨く“心技体”』ベースボール・マガジン社より一部抜粋】

２　空手道の特性
（1）左右対称な動きが多く、身体全体をバランスよく使用する。

（2）相手の動きに応じて自由に攻防し合う組手競技と、相手の動きを想定し構成された形競技とが

ある。

（3）協調性・判断力・創造性が養われる。また、格闘技形式特有の勇気、決断力などを養うことが

できる。練習や試合では、相手を尊重する態度、礼儀、公正な態度を養うことができる。

【表 2】　空手道学習ノート 1年  組  番 氏名        空手道歴（空手道授業以外）   年

４３２１
授 
業 
の 
流 
れ

挨拶出席確認 
オリエンテーション
空手道の歴史と特性 
授業の約束確認 
礼法 
立ち方・姿勢 

突き 

集合挨拶 

挨拶出席確認 
準備運動 

前屈立ち 

移動基本 

整理運動 
集合挨拶 

挨拶出席確認 
準備運動 

受け技 

整理運動 
集合挨拶 

挨拶出席確認 
準備運動 

受け技 

整理運動 
集合挨拶 

オリエンテーション 
流れを覚える 

空手道に必要な基本動作と
技を身に付けて楽しむ

空手道に必要な基本動作と
技を身に付けて楽しむ

空手道に必要な基本動作と
技を身に付けて楽しむ

自
己 
評
価 

意欲 １ ２ ３ ４ ５ 
態度 １ ２ ３ ４ ５ 
技能 １ ２ ３ ４ ５

意欲 １ ２ ３ ４ ５ 
態度 １ ２ ３ ４ ５ 
技能 １ ２ ３ ４ ５

意欲 １ ２ ３ ４ ５ 
態度 １ ２ ３ ４ ５ 
技能 １ ２ ３ ４ ５

意欲 １ ２ ３ ４ ５ 
態度 １ ２ ３ ４ ５ 
技能 １ ２ ３ ４ ５

〈空手道の歴史や特性、礼法〉 

〈立ち方、姿勢、突き〉 

その他〈感想、反省〉 

〈礼法〉 

〈移動基本〉 

その他〈感想、反省〉 

〈礼法〉 

（受け技） 

その他〈感想、反省〉 

〈礼法〉

（受け技） 

その他〈感想、反省〉 

検
印 

学 

習 

の 

成 

果 

と 

反 

省 

ね
ら
い

空
手
道
に
関
心
を
持
ち
、
評
価
に
関
わ

る
４
つ
の
観
点
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
、

思
考
・
判
断
、
運
動
の
技
能
、
知
識
・

理
解
）
に
到
達
す
る
十
分
な
時
数
で
あ

る
か
ど
う
か
、
来
年
度
以
降
も
違
う
形

で
実
践
と
検
証
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
武
道
は
、
世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き

る
日
本
の
伝
統
文
化
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
の
こ
と
を
生
徒
た
ち
に
伝
承
し
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
を

図
る
た
め
、
生
徒
た
ち
が
更
に
関
心
・

興
味
を
持
つ
よ
う
、
指
導
内
容
の
充
実

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。授業８時間の集大成である基本形の試合の発表


